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維
新
の
大
阪
入
れ
替
え
ダ
ブ
ル
選

「
党
利
党
略
」
各
紙
が
批
判

　
大
阪
府
の
松
井
一
郎
知

事
（
大
阪
維
新
の
会
代

表
）
と
大
阪
市
の
吉
村
洋

文
市
長
（
維
新
政
調
会

長
）
が
８
日
、
そ
れ
ぞ
れ

辞
職
し
知
事
と
市
長
を
入

れ
替
え
て
ダ
ブ
ル
選
に
立

候
補
す
る
と
表
明
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
９
日
付
各

紙
は
社
説
で
批
判
的
に
論

じ
ま
し
た
。

　
　
「
朝
日
」
は
「
住
民
不

在
の
党
利
党
略
だ
」
と
の

見
出
し
を
掲
げ
、
「
同
日

大
阪
ダ
ブ
ル
選
に
つ
い
て
論

じ
た
９
日
付
各
紙
の
社
説
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ｉ
に
大
阪
の
た
め
か

。
！
・
恥
Ｆ
１
　
　
メ
ー
『
ｌ
ｊ
―
Ｉ
ｊ
４
Ｉ
Ｌ

　
　
　
　
　
　
Ｉ
僻
１
Ｉ
ｉ
５
１
や
Ｉ
　
　
Ｉ
Ｉ

Ｈ
‥
ｌ
１
‐
９
！
Ｉ
９
；
¶
　
　
　
　
一

蕊
詰と

な
る
見
込
み
の
大
阪
府

議
選
と
市
議
選
に
の
ぞ
む

党
の
仲
間
を
後
押
し
す
る

狙
い
が
あ
る
」
と
指
摘
。

　
「
現
職
が
自
ら
に
有
利
な

時
期
を
は
か
っ
て
選
挙
を

仕
か
け
る
の
を
防
ぐ
目
的

が
あ
る
」
公
職
選
挙
法
の

任
期
規
定
か
ら
み
て
、
立

場
の
入
れ
替
え
出
馬
に
よ

っ
て
４
年
の
任
期
を
得
よ

う
と
す
る
手
法
に
つ
い
て

　
「
脱
法
的
行
為
で
あ
る
こ

と
を
両
氏
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
」
と
問
う
て
い

ま
す
。

　
　
「
毎
日
」
の
見
出
し
は

　
「
自
己
都
合
に
固
執
し
た

維
新
」
。
４
年
前
の
住
民

投
票
で
否
決
さ
れ
た
「
大

阪
都
」
構
想
。
「
公
約
に

固
執
し
て
首
長
沼
を
政
治

利
用
す
る
な
ら
、
府
政
や

市
政
の
『
私
物
乞
』
と
言

わ
れ
て
も
仕
方
な
い
」
と

し
て
い
ま
す
。
「
統
一
地

方
沼
と
の
ダ
ブ
ル
選
の
相

乗
効
果
を
期
待
し
、
議
会

勢
力
の
拡
大
を
狙
っ
て
い

る
な
ら
『
党
利
党
略
』
だ

ろ
う
」
と
断
じ
て
い
ま
す
。

　
　
「
奇
策
で
都
構
想
は
前

進
す
る
の
か
」
と
の
見
出

し
を
掲
げ
た
「
読
売
」
も
、

控
え
め
な
が
ら
「
自
ら
の

都
合
で
ポ
ス
ト
を
交
代
す

る
手
法
は
批
判
を
免
れ
ま

い
」
と
指
摘
。
「
産
経
」
の

見
出
し
は
「
建
設
的
な
議

論
こ
そ
必
要
だ
」
。
「
醜
い

け
ん
か
は
こ
れ
以
上
見
た

く
な
い
」
と
し
、
「
府
民
、

市
民
が
置
き
去
り
に
さ
れ

た
」
「
（
維
新
側
の
思
惑

は
）
党
利
党
略
で
し
か
な

い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
　
「
大
阪
日
日
」
は
「
本

当
に
大
阪
の
た
め
か
」
と

の
見
出
し
。
「
住
民
の
こ

と
を
考
え
て
い
な
い
『
住

民
不
在
』
と
も
指
摘
で
き

る
」
と
し
て
い
ま
す
。
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